
 

 
 
 

  

 

 

期末テスト前の学習時間１日平均 3.09 時間 
２月１４日（火）～２月２３日（木）の１０日間、学

年プログラム委員会主催の「学習強化期間」として定期

テストで「家庭学習時間の学年合計を５０７０時間

以上」を目標に取り組みました。結果は、５２２５.

８時間でした。「家庭学習時間の１人３０時間×１

６９人＝５０７０時間以上」の目標は達成しまし

た。ただ、１学期期末テストでの最高記録の５７５５.

８時間を更新することはできませんでした。少し残念な

結果でした。この取り組みは、来年度の２年生に進級し

ても続けてほしいものです。今後は、学年プログラム委員の声掛けのもと、家庭学習だけでなくベル学

や期限までの提出物の提出などを頑張りましょう。 

生徒ホール(展示ホール)に桜の木が！！ 
 生徒ホール（展示ホール）に桜の木が設置されました。これは、１，２年生の各クラスが「３年生へ

の卒業お祝いメッセージ」を桜の花びらに書き、桜の木に貼ったものです。後ろの枝垂れ桜や絵は美術

部が製作してくれました。生徒ホール（展示ホール）がとっても素敵な桜並木になりました。そのメッ

セージの一部を紹介します。 
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公立高等学校受検の出願倍率って何だろう？何人合格何人不合格になるかの数値です！  

２月２０日（月）に石川県教育委員会から公立高等学校受検の出願倍率が公表されました。この数値は、「定

員何人のところに、何人出願しているのか？」を示すものです。ちなみに、本年度のデータを見てみると、出

願倍率が高い高校は右の表のようになっていました。この倍率は、

どういうことかというと…金沢桜丘高校の場合、定員（合格する

人数）が、３６０人であるところに、その１．４９倍である、５

３８人が出願したということです。ということは、 

５３８人の中から、３６０人が合格し、１７８人が不合格にな

るという数字です。しかも、似たような学力の生徒が県内中から

５３８人集まって受検します。非常に厳しいと思いませんか？ 

実際の数値を見ると、分かりやすいのではないかと思います。

２年後の皆さんの公立受検もこのような厳しさになると考えら

れます。うかうかしてはいられません。あと２年後です。残りの２年間は、できる限りの努力をし

て、ベストの力を発揮する準備をしていきましょう。 

生徒は昔より成長し大人の考え方をしている 
コロナ禍前のマスクの色は「白」と決められていた学校が多く、「ピンク」を付けてきた生徒は注意されて

いました。しかし、コロナ禍の中、マスク着用が叫ばれマスク不足に陥ったため色は何色でもよいことになっ

た学校がほとんどでした。このようにして、いろいろな面で学校が変わってきました。それでも、生徒たちは

学校のルールに不満を持たずに全員の生徒は変化するルールに対応してきました。素晴らしいことだと思いま

す。それだけ多くの生徒が昔より成長し、大人の考え方をしているのではないでしょうか。下記のデータは、

そのことを示しているのではないかと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 左のグラフは、朝日新聞社が、日本高校野球連盟と共同で実施した調査で、連盟に加盟している高校のうち

髪型を「丸刈り」と決めているのは、２００３年が４６．４%であったのに対し、２０１８年には７６．８%

にまで増加しています。また、右のグラフは、ある地域の高校生を対象に「校則を守ることは当然のことだ」

のアンケートの結果、「そう思う＋どちらかといえばそう思う」は２００１年が６８．３%であったのに対し、

２０１３年には８７．９%にまで増加しています。このことからも、多くの生徒は昔より成長し、大人の考え

方をしていると考えられるのではないでしょうか。 

～保護者の皆様へのお願い～ 

 ３月学納金（調整額）のお知らせです。下記の金額を３月２日（木）に口座振替させていただきます。

ご準備をよろしくお願いいたします。 

３月学納金（調整額）  １０，７０９円 

順位 高校名 倍率 

１ 金沢錦丘 １．６９ 

２ 金沢桜丘 １．４９ 

３ 金沢西 １．４４ 

４ 金沢ニ水 １．３８ 

５ 金沢泉丘 １．３３ 

６ 市立工業 １．１５ 

６ 七尾 １．１５ 

８ 金沢伏見 １．１４ 

９ 県立工業 １．０６ 


